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の 1入兒王 は對側卵集が肉眼的正常形態を 示 す ク氏腫瘍

剳 臉例 4 例 を蒐集 レ 其正 常形態を ms 卵m の 逋績切片

を 作m 戀 曄 遉究 の 結果何れ も卵剿 弓周邊部妹 だ 腫

蕩化 を 示 さ ない 癌繝 鰈 團を 發見し ， 兩側臨 片側性の

問 題 は一に か k つ て 時縦 關係r− fOる と結謝 る に 致つ

’t。・．今回演者遠山に 依 つ て Ptr− 1 例 の 勸 ロを 得たの で こ

れ を報告す る ・

　 磯O フ ○ ＝・（3職 ）

　　臨床診斷名　右側卵災爨腫

　　初診 昭和 27 年 10月 20 日

　　 入院　　巳召禾E27 年 12 月 26 日

　　手 術 昭和 27年 12 月 26 日

　　 死 亡 罰檢 　昭和 28 年 1 月 9 日

　　 豸哉矣歴　　特旨己
ヤ
する 疾患畳まな L、。

　　 現症 手 拳大 の 硬き腫瘍で ，左側卵災は正常 ・

　　 剖臉　腹水な し

　　　胃部 ・ 幽騨 に 於 て ， 超鵞歟 ・ 硬 固な る瞳

　　　　瘍 が あ り，其壁は 肥厚朕 ，粘膜面は ， ほ ぼ胃街

　　　　 に
一致して ， 約 5× 3cm 不 正圓形駅 の 噴火口 状

　　　　 を な し ， 邊椽は 突隆朕 ， 其底は比較的 清淨 で あ

　　　　 る が ，一部 1こ 小出血點 を認む ．漿膜面は友白色

　　　　 大体滑澤 で あ る が ， 小繊 に 於 て 膵臟 と 中等度

　　　　 に 癒灘 溜 め る ・

　　　 2． 胃の 他部 は厚 さ 其他正常 と認め られ る カ：粘膜

　　　　 画は カ タ ル 性炎 の 齦が認 め られ る．

　　　 3．　胃周圍淋巴腺 は數個 小指頭大に 腫大 し硬固

　　　 子宮 兩側附屬器を 俘へ るa 剔子 に し て ，鷄卵九

　　　　 右圓靱帶附着部 に 網膜の 一部癒着 の 外正常

　　　　右卵災　超鵞卵大 ，衷面荻白色や k 凹凸不 亭 癒着

　　　　　な し，硬度ぽ彈力性勉 硬 箒 限 嚢胞樣部を

　　　　　認 む ．enSU面一ens被膜に 接して 小va卵大 の 單跨

　　　　　性嚢胞を 認 め ， 嚢胞壁 の 内面は滑澤他部友白黄

　　　　　色 ， 膠様感が與へ られ る・

　　　　左 卵災　拇指頭大 ， 正 常形態 と認 め られ 表面滑澤

　　　　　癒着な く ， 切 割す る に 鏨個 の 小嚢胞 を 認 め る の

　　　　　外所見 な し・

　 26． 不 妊症に茄け．る所 謂無 排卵性月維の 意義 に

　　　　 就て

　　　　　　　　　　　　　　（東大 ） 、渡辺 　輝彦

　　原因不鴎 な 不 妊婦人 に 於け る 所謂無誹卵性月經の 頻度

　は ， 英米で は 30・− 54 ％ の 高率 と x ｝ikれ て い るが ・余 が

　當 科外來 を 訪れ た 斯 の 如き症例 199 例 に 就きr 月輕前期

101

子宮内膜の 纖 髄 に 依 り翻 し翫 そ の 頻度1歎 表ガ

如 くで あ る ．

子 宮卵管造影西所見

上 兩側卵管が 共 に 通
過 性 の もの

同上 片側 の み通過性

同上　兩側共 に閉鎖

性　器　結　核　症

總數
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78814
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無排卵性
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つ咽

％
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9254

宀

帥吶 膜羅 又 は 内痍 頸管混 翻 瞰 等 の 培養’tこ 依

り性器結該症 と 診斷され た 28 例を 除 く 171 例中 ， 無排

9Nma月經は 8 例 （4．7％ ）で あ り， 子 宮卵瞥造影術所見 ｝一

そ の 頻度 と の 間に は一定 關eeM れ ず ・ 更に 蔽 卵管

が 共 に 通過性 ， 且 つ 精液所見も正 常 な 42例 で は 1例（2・4

％ ）， 雨側卵管に は異常力嘸 い が精液が 無精 子症 で あ る

・21例 で は 1例（4．8％）で ，孰れ に t・て も英米 に 比 し 遙か ・

に 解 で あ る こ と蜘 つ た ・餓 見 され た 8 例中4 例に

就 き次回周 期 を櫞 し た結果は ，
3例 は正 常周期で あ り ，

1

例は 2 回 に 亘 り   躑 性周期を 呈 した 後 正常周期 を 示

した ．

　其他 X ス FT ゲ ン 投輿に依る本症 の 發現 ， 人 工姙娠中

絶後 に 於ける 本症 の 頻發等に 就 て も報告S る ・

27． ビ トシナ
ーゼに關する知見補逡 （第 1 報）

　　　　　　　　　　　　　 （東大）　 金沢　太郎

　妊娠時母体 血 液殊 に 血滞申に 腦卞垂体後葉性 子 宮牧縮

因子 Oxyt ・ti・ ？・i血・ip！・ （0 ・恥 に 撒 す る所謂 Pi’

tocinase 叉は Oxyt   cinase が出現す る 事は ，　 Fekete
　　　　　　　　　ノ

（1930 ）以來知られ て お り， 本物質が 一種の 酵素で あ る

事に 關 し て は 米 ， 獨 の 學者に よ り異論 は 無い が ア そ の

本体 に 關し て は 猶不明な 黷 が 少 くな く・殊に We 「le

（1950 ）に よ 囓 め られ た 赤ma ・Pit・・in・・e 及 び 之 を 阻

止 す る 物質に 關して は 本邦に 於 て 未だ 實驗報告 を み な

L、．余は妊娠各月 の 妊嬢 種 々 な 患轟 男子及び非妊婦

等の 血清並び に 斑球其他各種臓器拙出液等に 就 き本物質

を 定 量 し ，
＝二 ・三 の 鄭見を 得た の で 以下之 を報告寸 る ．

　 實驗方法　　　　　　　　　　　
『

　　こ の 種の 實驗に は從纏 ら海溟剔除 子 宮カミ用い られ た

が ， 種 々 の 點で 適當 で な い の で ， 余“k　1951 年 熊谷氏等

に よ り發表 さ れ た 白鼠 剔除子 宮低温法を 用い て 實驗を 行

り た ．印ち 東大蕘婦人科外來を 訪れ た 正常妊婦 15名に

　つ き ， 毎 月 1 囘定 期的に 探 血 し 7 そ の 血 清な らび に 血 球

に つ き 斉月 に お ける 本物質 の 絶饗恆を 勃 ・賜 事 に し

　 k ．
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